









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































子どもたち （口々 に）ええな，それ！考えよう， 賛成3
はると そうなんよ。 僕もそれに賛成だってさ~
たちがやらんかったら誰がする？人任せに
したらあかんやろ？僕たちからできること
をちょっとずつやってかなあかんのちゃう
ん？僕たちも協力して上げていかなあかん
のよ。 ぼくら， 5Cだったらできると思うよ。
子どもたち（口々に）うわ！賛成！
いちみ私も 5Cでやっていったらいいと思うんよ。
まずは参観が近いやん？例えば杉原さんの卵
売るんやったら，餌のこだわりを一緒に発信
するとか， 生産者だけでなくいろんな産業も
食料生産に対してやってる工夫，苦労を伝え
ていくといいんやと思う。
たくや （板書をさし） 前に書いてる生産者の工夫や
こだわりを発信したらいいそれに僕たちも
フードアクションワカヤマ宣言作りたいな
かんと②みんなさあ， 5Cが変えるって言ってるけど，
そのためには， まず地域の人に知ってもら
ってからだと思う そう思ってもらってから
いつばい発信してやった方がいいと思うな。
銀太郎 じやあさ，もうじき参観で野菜売るやろ。そ
の売れたお金で，前に神山先生いうてた世界
の餓死で死んでいく人のために寄付しようよ。
世界の人口増えているやん。このままやった
ら食料減ってくし人増えるやん。だから，今
は年2回しか収穫できないけどN社みたいに
年10回収穫できるよ うな日本の技術を世界
に伝えるようにしたらいいんちがう？
教師 話が壮大になってきたなぁ ・・・。
翔太 だから，それは世界や日本で考えていくこと，
そんで， ぼくらはやっばふるさと和歌山
PRプロジェクトやってるやん。だから和歌
山をPRしていくことが大事なんよ。そした
らこれを続けていかなあかん。自分たちがや
るべきことを続けていくんよ それをやって
いったらいいと思う。
かんと③あのね，先生に悪いんやけど，言ってもいい？
（教師 うん，いいよ）
かんと 3年のとき ぼくら防災の勉強したやん？め
っちゃやったやん？でも4年になったら あ
んなにやる気いつばいやったのに防災家族
会議とかやってないんよ。結局翔太君いう
みたいに続けることが大事やと僕は思うん
よ。そうやろ？みんな？だから続けていかな
あかんのちゃう？
もも力逗）そうやな，続けることと，もう 1個は，すぐ
できること，例えばカフェで発信それに5
Cで発信するのもいいけど，和歌山県の人と
コラボして発信したらいいやん？前にはるか
ちゃん，中2の子がクラスに職業体験できて
くれた時言うてたやん?4年の時梶本先生
のクラスで和歌山城の勉強してそこからゆ
るキャラや親光案内所できたっで••三年生
のときも防災もそうだったやん？そんとき
みたいに和歌山の人にフードアクションワ
カヤマ宣言の提案とかコラボとかしたら も
っと大々的にもできると思うんよ。そしたら
つながって続いてもいくし どう？
教師 なるほど，じやあ，次の授業では，まず，フ
ードアクションワカヤマ宣言を作ることにし
ようね。
本研究の同じ学習手法として，ストーリーt生のある
単元計画を行う，魅力的な即或教材と出合わせること
をした結果子どもたちは， ももか，はると，いちみ，
たくや，かんと，銀太郎，翔太など，多くの子どもた
ちから食料生産に使命感をもち自分事としてとらえる
発言が出た。これは，一昨年担任した子から，さらに
クラスにつなぎ，広がり，高まった結果であると考え
る。また，かんと③， ももが逗）のように， 2年間にわ
たり同じ学習手法をすることによって自己の気付きが
あった。つまり，自ら振り返り，パーソナルヒストリ
ーを自らつむぐいでいく子が育ってきたのではないか
と考える。
4. 3 みとりと支援
・ひとり学習をつなぐ支援
「ひとり学習」と「全体学習」をつなぐためにグルー
プ学習を多く取り入れt~ グループ学習で一人一人の
考えをつないでいくことで， 「ひとり学習」が 「全体
学習」に， 「全体学習」が「ひとり学習」にと相互に
いかされる。いかされるというのは， 一方があるから
こそ，もう一方がより深まったり，より広がったりす
ることである。グループ学習の中で雰囲気作りを大切
に話し合うことにより，追究の意欲が高まる場面も見
られるようになると考えた。また，本単元を取り組む
にあたり，家庭の協力は欠かせないと考えた。
-46-
給食の残菜が多く，食に対する意識が低い子どもが
多くいる。生産に従事する人々の苦労や努力，また，
たくさんの人々の思いが込められていることを学ぶこ
とで，子どもたちの食に対する意識を，変えていきた
い。そして，これらの学習を通じて，これからの農業
や水産業のあり方について，自分自身の生活と結びつ
けて考え，食料生産の発展食料自給率や輸入につい
て考えることにより，家庭での食生活を見つめ，食に
対する自分なりの意見を持つことができると考える。
最終的には学んだことを保護者の方へ発信し，学びを
共有することができる場を考えていきたい。
•一人一人への具体的なみとりと支援
子どもたちの書いた作文をまとめたものを，一人一
人に渡し，今までの考えを一目で振り返れるようにし
た。また「何をどのように調べてこのような考えにな
ったのか」や「この個の考えの背景にはどんな生活 ・
学習経験があるのか」ということを意識して子どもの
考えをみとり，話し合い活動において意図的につなぐ。
そうすることで，考えのずれや視点の違いを関わり合
わせることができ「間い」をつくり出すことができる
と考える。子どもたちは，調べ学習がすすむほど，自
分の考えを主張し，友だちの考えや視点の違いを受け
とめられないことが多い。そこで，その違いについて
板書で工夫して示したり，問い返しで確認したりする。
そうすることが，学びをデザインする子をつくるみと
りと支援となると考えている。
・評価を学習のバネに
一人一人が学びのプロセスや活動状況，振り返りカ
ードをファイリングするようにし，子ども自身が学習
の計画を立てたり，自分の学びを確かめたり，観点別
に自己評価を行ったりするようにした。そこで，教師
の観察やペーパーテストだけでは， とらえられない子
どもの内面的な成長や変容を探ることができると考え
たからである。また，ワークシートやノートでの対話，
学びの途中の記録，発言やりとりの中から個に応じ
た支援を続け，それらを通して学習意欲を喚起できる
ようにすることが次へのステップになると考えた）
5 成果と課題
本実践の中からは，ひとり学習の時間を十分保障し
た分，自分の考えの出したい思いが先行しがちなとこ
ろも見られた。それだけでは，新たな発想や思考を創
造し，学びをデザインする子どもたちの姿がうまれる
ことにはあり得ない。互いの考えをしつかりと受け止
め，自分の考え方と比較しながら思考を重ね， 自らの
考えをさらに深めて表現しあうことによって，新しい
価値が生み出されると考えている。そのためにも，教
師の「問い直し」や「ゆさぶり」など多くのみとりや
支援を大切にしていきたい。また，使命感についても，
現実性や有効性の面からの練り上げが不十分であった。
「同じ学び方をすることで， 一過性ではなく，学ぶこ
との原点に立ち返ることができた。それは，学年や発
達の段階だけでなく，繰り返すことで応用力がつき，
気付きがうまれた。
また，その気付きは同じ学び方をしていない子ども
まで広がり，学びに向かうことができた。また，それ
① 経験を繰り返すことによって自己の気付きを実感
させること。
② ストーリー性のある単元計画を行うこと。
③ 魅力的な地域教材と出合わせること。
上記3点から得られる学びの形が「自己の気付きを
うむこと」であり，これらのことを促す学習手法を推
進していくことで，本研究での目指すパーソナルヒス
トリーを自らつむぐいでいく子の姿に近づけたのでは
ないかと考える。子どもたちは，多くの人に食料生産
の課題を伝えたいという思いで，地域と人とともに学
びを深めた。特に家の人や地域の人の意識を変えたい
という 「使命感」をもったことがきっかけとなり，地
域を身近に感じ，まちづくりの一員としての思いをも
ち，パーソナルヒストリーをつむいでいった。よって，
自己の気付きを促す学習手法には，子どもの学びに対
して大きなものをもたらすといえるだろう。
本研究の課題として，今回は2年間にわたり検証を
することができたが，今後も同じ学年の子を担任する
という条件で検証していくのは難しい。そこで，今後
の指導にいかせるよう，短い期間で1年間に3度行う，
学年の違う先生と同じ手法で学びの効果をみていくこ
とも考えられる。つまり，学びの因果関係の検証をさ
らに進めることが必要だろう。それによって，より効
果的，実践的な “学び方”がうまれるのではないだろ
うか。
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